
昭 和56 年4 月5 日

区のお知らせ

第539 号( 1)

足 立 区
編集/ 企画部 広報 課
足立区千住一丁目4- 18
( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

人 口・面 積( 56. 3. 1)

世 帯　　　　209, 993
人 口　　　　626, 260
男　　　　　316, 942
女　　　　　309, 318

面積　　　　53. 25k㎡
人口密度　　11, 760人/ k㎡

4 月1 日 オ ー プ ン

わがまちの住区施設
中央本町住区センター

人
間
性
き
か
々
心
{
ふ
わ
あ
い
の

あ
る
、わ
か
ま
ら
づ
く
り
の
晧
設
匕

し
て
、中
央
心
町
セ
ン
タ
ー
(
ブ
ロ

ご
館
)
の
ー
階
部
分
に
、
中
火
本

町
住
区
グ
り
I
い
、
四
川
・
囗
に

闘
館
-
了
・
べ

こ
の
施
設
は
、
哨
会
施
設
、
児
竜

館
(
乍
嗔
保
介
竃
を
な
旦
、
老
人
館

の
三
点
セ
ッ
ト
卜
住
区
施
設
で
す
。

そ
し
て
地
域
住
民
の
絹
織
に
よ

る
「
中
央
収
町
住
区
セ
ン
々
-
管
理

運
拑
か
弓
'
一
力
白
卜
竹
川
一
滷
営

さ
か
、
咄
陂
肛
卜
勹
一
ミ
こ
、
・
I
イ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
幼
児
か
り
お
印

寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

る
黠
・
'
十

□

集

会

施
般
(

会

議

室
)

公
議
室
は
、
定
員
三
十～
四
t
X

ス

砲

習
余

、
謡

し
人‥
い
々

ビ
の

会

人
‥
に
刊

川
て

き
ま
v
-
u
^

児

岷

如

、
老
人

岶
の

休

館
・同

と

夜
閧

は

、
令

館
を

住

区
簗

会
施

設

と
し

こ

、
多
日

的

に
使

用
す

る
こ

と

が
・・
'
J
、至

す

。

利
用
時
間
帯
　
午
前
、
午
後
、
夜
間

の
三
区
分
で
、
連
続
刊
川
も
で
き

ま
す

開
館
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
卜
時

休
館
日
　
毎
月
第
三
日
曜
日
(
清
掃

休
館
旦

、
お
よ
ひ
年
末
年
始
(
十

二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
)

申
込
方
法
　
利
用
日
の
三
ヵ
月
前
か

ら
住
区
セ
ン
タ
ー
の
受
付
け
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
(
電
話
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

□
児
童
館

広
場
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

巾
球
、バ
ド
ミ
ー
T
气
、闘
碁
、将

棋
、
オ
ヤ
ロ
な
ビ
が
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
工
作
室
、
学
童

保
育
室
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

応
じ
た
設
備
か
整
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日
　
毎
週
月
噸
日
と
陪
月
第
三

日
曜
日
(
家
庭
の
日
)

、
お
よ
び

り
木
印
始

〒
・
川
・
丁
九
卜
～

一
口
一・・
已

、
国
民
り
況
卜
(
こ

と
も
の
日
は
除
く
)

□
老
人
館

大
広
間
や
娯
楽
寔
に
、レ
コ
ー
ド

プ
レ
ヤ
ー
や
囲
碁
、将
棋
か
あ
る
ほ

か
、バ
ン
パ
ー
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
な

ど
、
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
め
の
諸

設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日
　
毎
週
月
昭
日
と
毎
月
第
三

日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
、
お
よ
び

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
～

一
月
三
日
)
、
国
民
の
祝
日
(
敬

老
の
日
は
除
く
)

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
所
在
地
　
中
央

舩
町
三
|
一
五
1
一

◎
利
用
方
法
、
運
営
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
中
火
本
町
什
区
セ
ン

タ
ー
(
　
八
万・一
丁

一
四
二
四
)
へ
。

五
月
一
日
か
ら
使
用
開
始

や
よ
い
図
書
館
・
中
央
本
町
社
会
教
育
館

・
中
央
本
町
体
育
館

□
や

よ

い
図

書

館

中
央

木

町

…
……
'
1

、・
・
陋

に

五
月

冐

閧

館
し

ま

す
「

絵

家
、

紙
芝

居

を
劭

め

、
児

童
・図

書
、

一
般

図

書
合

計

杓

万

五
千

冊
い

図

梅
か

用

意
し

で
あ
り
ま
す
。
一
明
・
。附
ま
で
二
遞

川
鼎
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
や
よ
い
図
軻
館
(

感
万
ご
二

四
一
二
・
』
へ
。

□
中
央
本
町
社
会
教
育
館

青
少
年
団
休
、
婦
人
団
体
、
文
化

団
体
の
会
合
に
、
あ
る
い
は
、
講
演

会
、
発
表
会
な
ど
の
催
し
に
、
社
会

店
動
と
皆
さ
ん
の
交
硫
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
開
始
日
　
五
月
一
日

五
月
分
の
使
用
申
込
　
四
月
二
士
(
　

日
か
ら
受
付
け

団
体
登
録
　
四
月
子
二

日
か
Iり
受

付
け

く
わ
し
く
は
、
中
央
似
町
社
会
教

育
館
(
　
八
公
一
-
一
四
=
二
)
へ
。

□
中
央
本
町
体
育
館

地
域
住
民
の
健
康
と
休
刀
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
開
始
日
　
五
月
一
日

五
月
分
の
使
用
申
込
　
四
月
・一
十
六

日
か
ら
受
付
け

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
休
育
館
(

(
惷

不

一
四
。一
二
)
へ
。

ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

四
月
二
十
四
日

オ
ー
プ
ン

こ
の
流
浪
は
、
区
内
二
は
も
ち

ろ
ん
、
祁
内
で
も
珍
し
い
シ
ョ
y

バ
レ
ー・
デ
パ
ー
ト
内
(
ニ
チ
イ

西
新
井
店
内
四
階
)
の
公
共
施
設

と
し
て
誕
生
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、相
談
コ
ー
ナ
ー
、

兄
匕
-
に
わ
か
わ
て
い
ニ

ギ
ャ

・つ
り
I
は
、
区
民
の
文
化
の
向
上

を
目
的
と
し
た
曜
覧
会
堝
と
し
て

活
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

一
般
区
民
を
対
象
、
日
篇
上
活

に
密
着
し
た
一
般
家
事
相
談
な
ど

の
相
談
業
務
を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ロ
ビ
1
に
は
、
一

般
区
民
や
来
館
者
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
休
憩
室
、
待
合
室
な
ど
語

ら
い
の
場
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
ビ
デ
オ
テ
に
ビ
を
皿
い
て
広

忸
映
画
を
放
映
し
、
区
政
の
P
R

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
四
月
ニ
ー
ト
四
日
か
ら
五

月
こ
卜
九
日
ま
で
の
1
ヵ
月
間
、

オ
ー
ブ
砲
念
覩
か
開
催
さ
れ
ま

す
。皆
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
在
地
　
梅
島
。・
y
一
三
二
-
七
(
西

新

井
駅

東

口

、
ニ
チ

イ

店
内

四

階
)
　
(

五
二
-

三

二

五

一

西

新
井

区

民
ホ

ー
ル

に
つ

い

て

の

問
い

合

わ
せ

は

、
区

役

所
西

新

井

区

民

ホ
ー
ル
開

設

担
当

へ

。

重度障害児の
転 校 問 題

区
役
所
前
で
の

抗
議
行
動
を
め
ぐ
っ
て

三
月
五
日
か
ら
連
日
続
け
ら
れ
た

区

役

所
前

で

の
抗

讚
行

動

畦

一

体

々

心

≒

た

の
か

、
区

民

の

皆
さ

ん

は

、
大
変

疑

問

に
思

わ
れ

た

と
存

じ

ま

す

。
ご
迷

惑

を
お
詑

び

申

し
h

け

ま

す

と
と

も

に

、
こ

れ
ま

で
の

経

緯

に

つ

い
て

お

知
ら

せ
し

ま

す

。

花
畑
眼
小
学
佼
学
区
に
居
住
す
る

K
君
(
十
一
歳
)
は
、脳
性
小
児
マ

ヒ
に
よ
る
重
度
の
障
害
児
で
、肢
体

が
不
自
由
な
た
气
一
人
で
歩
く
こ

と
が
で
き
ず
、ま
た
、文
字
を
寮
い

た
弌
食
事
を
す
る
こ
と
が
上
手
に

で

き

ま
せ

ん

。

言

葉
か
正

確
な

発
音

に

々
ら

々

い

の

ぺ

文

字

恢

を
使

っ
て

相
手

に

窓

志
を

伝
凡
て

い
ま

す

。

こ
の
よ
う
な
障
害
を
杵
っ
た
K
君

は
、
小
学
校
二
年
上
ま
二
祁
立
城
北

饗
護
学
校
に
通
学
し
て
い
1
し
た
。

し
か
し
、
ご
両
秘
は
匸
二
年
生
か
ら

は
花
畑
東
小
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い

と
、
転
校
を
希
望
さ
わ
ま
し
鳧

区
教
育
委
員
会
で
は
、K
君
の
発

達
状
況
か
ら
、養
護
学
校
で
の
教
育

を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
利
断
し
ま
し
た
。そ
の
判
断
は
、

医
学
的
、教
育
学
的
、心
理
学
的
な

立
場
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
就
学

指
導
委
員
数
の
利
定
に
も
と
づ
い
で

行
っ
た
も
の
で
す
。

養
護
学
校
で
は
、
養
護
教
育
に
専

門
的
に
対
応
で
き
る
先
生
が
、
四
～

五
人
の
子
供
に
一
人
の
割
合
で
、
訓

練
や
学
習
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
に
対
し
て
、普
通
学
校
で
は
、

四
十
人
以
上
の
子
供
に
一
人
の
先
生

し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
障

害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
、
個
々
の

児
童
に
即
応
し
た
教
育
の

場
と
し

て
、
養
護
学
校
や
心
身
障
害
学
級
な

ど
か
あ
る
の
で
す
。

足
立
区
で
は
、
精
薄
学
級
、
弱
視

学
級
、
難
聴
学
級
、言
語
障
害
学
級
、

訪
問
学
級
、
病
虚
弱
予
級
や
情
緒
に

障
害
を
待
っ
た
子
供
の
た
め
の
冊
緒

障
害
学
級
な
弋

ふ
・
中
学
校
あ
わ

せ
て
設
置
学
校
三
十
三
校
、
五
十
四

学
吸
四
百
べ
十
九
名
の
子

供
た
ち

か
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
都
立
の
養
護
学
校

二
校
、
ろ
う
学
校
一
校
が
あ
り
、
六

上
(
学
秘
三
百
六
十
六
名
の
子
供
か

通
学
し
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
か
、こ
の
よ
う
な
学
級
、

学
校
で
、障
害
児
を
健
驚
児
と
分
離

し
て
教
育
す
る
の
は
、差
別
だ
と
主

張
す
る
人
た
ち
か
い
ま
す
。確
か
に

現
象
と
し
て
は
、そ
の
よ
う
な
状
況

が
あ
ろ
「つ
か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

区
教
育
委
員
会
で
は
、障
害
の
程
度

か
教
育
的
配
慮
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
普
通
学
級
へ
の
受
け
入
れ
か
可
能

と
思
わ
れ
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て

は
、す
で
に
普
通
学
級
に
二
百
余
名

入
級
さ
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
重

僕
の
障
害
児
を
現
在
の
普
通
学
校
で

一
緒
に
教
育
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
教
育
上
の
効
果
が
十
分
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の
能
力
に

応
じ
た
教
育
を
行
い
、
心
身
の
発
達

の
司
能
畦
を
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
、

重
要
な
こ
と
で
す
。

も
と
よ
り
、
障
害
の
あ
る
子
供
と

健
篇
な
子
供
と
の
交
流
は
大
切
で

す
。
可
能
な
限
り
そ
の
場
面
を
多
く

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
足
立
区
の
障
害

学
級
設
置
校
で
は
、
学
校
行
事
や
児

童
会
な
ど
多
く
の
場
而
ミ

普
通
学

級
の
子
供
だ
ち
と
の
交
流
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ぺ

養
護
学

校
で
も
、
学
校
間
に
よ
る
交
流
を
深

め
て
い
る
の
が
現
状
て
す
。

K
君
は
、二
年
以
上
も
の
間
、養

護
学
校
を
長
期
に
欠
席
し
て
い
ま

す
。ご
両
親
は
、
「花
畑
東
小
学
校

に
転
校
で
き
る
ま
で
、学
校
や
教
育

蚕
員
会
に
要
請
を
続
け
、
そ
れ
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
は
、K
君
を
養

浚
学
校
に
は
行
か
せ
な
い
」
と
主
張

し
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
自
主
登
校
、
自
主
登
庁

と
い
っ
て
、
学
校
で
は
校
舎
の
内
外

で
、
区
役
所
で
は
庁
舎
内
で
、
多
く

の
傍
若
無
人
の
行
動
を
、
関
係
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「K
君
の
長
期
欠
席
状
況
を
解
消

し
よ
う
」
、
「学
校
現
場
で
の
混
乱

を
な
く
兮
ご

と
の
考
え
方
か
ら
、

東
京
都
教
育
委
員
会
の
指
導
を
受
け

て
、
城
北
養
護
学
校
の
校
長
先
生
が

一
昨
年
の
夏
以
降
、
ご
両
親
と
話
し

合
い
を
続
け
、
さ
ら
に
区
教
育
委
員

会
も
加
わ

。て
、
話
し
合
い
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
三
月
七
日
か
ら
、

連
日
多
く
の
人
だ
ち
か
「K
君
の
完

全
転
校
」
を
主
張
し
て
、
九
日
間
に

お
よ
ぷ
区
教
育
委
員
会
に
対
す
る
要

凅
行
動
が
な
さ
れ
ま
し
气

そ
の
際
、
確
認
さ
れ
た
の
が
、
次

乃
内
咎
で
す
。

確
認
書
の
内
容

1
、K
君
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
第

一
学
期
よ
り
都
立
城
北
養
護
学
校
に

在
籍
し
て
、
足
立
区
立
花
畑
東
小
学

校
に
週
二
日
の
交
流
を
行
う
。

そ
れ
を
進
め
る
際
、
足
立
区
教
育

委
員
会
は
、
事
情
に
よ
り
段
階
的
に

実
施
す
る
。

2
、
今
後
で
き
る
だ
け
早
く
、
足
立

区
立
花
畑
東
小
学
校
へ
転
校
で
き
ろ

よ
う
双
方
が
努
力
し
、
話
し
合
う
。

確
認
書
調
印
以
来
一
年
を
経
過
L

ま
し
た
が
、
「学
校
現
場
で
の
混
乱
」

か
ら
起
き
た
い
ろ
い
ろ
の
現
象
に
対

す
る
不
信
感
が
、そ
の
実
施
を
遅
ら

せ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
卜
二
月
十
三
日
の
行
動
に
際

し
て
も
、ご
両
親
と
支
援
す
る
人
た

ち
は
、不
当
に
庁
舎
で
の
宿
泊
占
拠

を
す
る
な
ど
、主
義
・
圭
張
を
力
で

行
政
に
お
し
つ
け
る
行
為
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。区
と
し
て
は
、こ
の
よ

う
な
混
乱
を
防
正
し
、区
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
の
ぞ
ま
ざ
る
を
得
な

い
と
判
断
し
、
今
回
の
自
主
警
備
体

制
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
状
況
の

な
か
で
、区
教
育
委
員
会
と
学
校
関

係
者
と
の
話
し
合
い
を
か
さ
ね
た
結

果
、受
け
入
れ
側
と
し
て
は
確
認
書

第
一
項
の
交
流
(
学
習
参
加
)
に
つ

い
て
、実
施
の
め
ど
か
つ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
区
議
会
正
・
副
議
長
が

あ
っ
せ
ん
の
労
を
と
ら
れ
、
ご
両
親

ふ
き
め
た
学
校
関
係
者
と
の
話
し
合

い
が
持
た
れ
ま
し
た
が
、
ご
両
観
お

よ
ぴ
支
援
の
人
た
ち
は
「
転
校
を
前

提
と
す
る
学
習
参
加
で
な
け
れ
ば
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
主
張
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
区
教
育
委
員
会

は
二

定
期
間
の
学
習
参
加
を
行
い
、

そ
の
様
子
を
見
た
う
え
で
、
普
通
学

校
へ
の
転
校
が
可
飽
か
ど
ぅ
か
を
判

断
す
べ
き
だ
」
と
し
、
意
見
の
一
致

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、正
・
副
議
長
の
た
ぴ
重
な

る
積
極
的
な
躙
整
の
も
と
に
、
更
に

数
次
に
わ
た
る
話
し
合
い
を
策
ね
た

結
果
、「
で
き
る
だ
け
早
く
K
君
は
、

現
在
在
籍
し
て
い
る
都
立
城
北
養
護

学
校
に
通
学
し
、
四
月
を
目
途
に
一

定
期
間
の
観
察
を
経
た
の
ち
、
適
当

な
期
間
、
区
立
花
畑
東
小
学
校
で
試

験
的
な
学
習
参
加
を
実
施
す
る
」
こ

と
で
解
決
の
め
ど
か
つ
き
ま
し
气

区
教
育
委
員
会
は
、
今
後
と
も
障

害
児
の
就
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

あ
く
ま
で
教
育
的
立
場
か
ら
適
切
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。区

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

足
立
区
教
育
委
員
会
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春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間
…
四
月
六
日
～

四
月
十
五
日

化
年
。
春
に
な
る
と
交
曲
叭
故
、
特
に
不

ど
も
の
事
故
か
増
え
て
い
ま
す
。
新
入
学
児

重
が
多
默
出
て
く
る
こ
の
吟
刈
、
こ
れ
か
ら

の
予
と
も
た
ち
卆
-
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
と
よ
り
、区
民

の
一
人
ひ
と
り
か
気
を
つ
け
て
保
護
し
て
あ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。交
通
事
故
の
紅
い

庄
み
良
い
足
立
区
を
め
ぎ
し
て
、お
互
い
に

交
通
ル
ー
ル
や
・
守
り
令
う
父
運
を
育
み
、
交

面
唄
紋
防
已
に
努
め
ま
し
I
う
。

やさしく走ろう　TOKYO

運
動
の
重
点

◎
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◎
無
謀
運
転
の
追
放

歩
行
者
の

皆
さ
ん
へ

止
ま
っ
て
確
か
め
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う

「
皀
よ
・
で
確
か
め
る
こ
と
」
は

交
通
安
全
の
心
木
で
す
。
こ
の
こ
と

や
I価
実
に
守
れ
ば
、ほ
と
ん
ど
哄
故

に
砲
う
こ
と
は
無
い
と
。卮
っ
て
も
皿

い
で
し
I
う
。口
分
で
こ
の
こ
と
を

爽
行
す
る
と
同
時
に
、
お
子
さ
ん
、

お
年
寄
り
の
方
に
も
守
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ぐ
i

遭
路
で
遊
ぱ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
一つ
。

子
ど
も
は
一
つ
の
事
に
夢
中
に
な

る
と
、
他
の
こ
と
に
庄
意
す
る
こ
と

は
出
米
ま
せ
ん
。
ま
た
眼
の
か
げ
な

ど
で
遊
ぶ
の
か
好
き
で
す
。
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
を
兄
た
ら
注
意
し
て
止

め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
動
二
輪
車
・

原
動
機
付
自
転
車

利
用
の
皆
さ
ん
へ

昨
年
か
ら
今
年
に
入
っ
て
、
特
に

目
立
つ
の
か
オ
ー
ト
バ
イ
の
死
亡
事

心
の
川
川
で
す
。

無
防
備
で
、
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
が

山
る
乗
り
吻
で
す
か
ら
、
運
転
は
よ

ほ
ど
慎
重
に
し
な
い
と
危
験
で
す
。

次
の
項
を
I
分
了
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
宣
全
速
座
を
必
ず
守
り
ま
し
″

う
　
▽
カ
ー
ブ
の
手
加
で
ス
ピー

ド
を
落
し
ま
し
I
つ
　
▽
交
差
八

で
は
必
ず
W
全
を
確
か
め
、
特
に

む
折
叭
に
汽
意
し
に
し
ょ
う
　
▽

口
卜
機
の
な
い
交
差
点
で
は
必
ず

一
時
停
止
か
I
安
全
仰
認
を
し
ま

し
I

つ
　

▽
人
型

卜
'て

ク

と
哨

迎
し
な

い
よ
う
に

し
ま
し
I

つ

自
転
車
利
用
の

皆
さ
ん
へ

自
仏
叭

は
、
丁
軽
T

便
利

な
乗
り

怐

で
す
が

、
正
し
い

乗
り
刀
ふ
I
知
ら

な
い
で
朿

っ
て
い
る

人
か
多

い
よ
う

で
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
交
通

ゆ
故
に
遡
わ
な
い
よ
Iう
に
し
ま
し
″

う
。▽

ブ
レー
キ
等
か
こ
わ
れ
て
い
な

い
整
聞
さ
れ
た
叭
に
東
り
ま
し
″

う
　
▽
ぷ
眼
直
の
S
川
の
あ
る
心

也
で
は
レ
行
政
に
注
意
し
ま
し
″

う
　
▽
陷
弓
確
の
な
い
交
ぷ
点
で

は
必
ず
I
度
止
っ
て
左
右
の
重
全

を
確
か
め
ま
し
冫
う
　
▽
右
折
す

る
眄
は
、
右
後
方
の
女
全
夲
-
確
か

め
ま
し
I

う

自
動
車
を

運
転
さ
れ
る
方
へ

最
近
無
腺
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

か
川
え
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
、
い

た
り
り
の
心
で
運
転
し
ま
し
I
う
。

▽
安
全
速
度
を
必
ず
寸
り
ま
し
‘

う
　

▽

泗
を
取
ん

だ
ら
絶
対

運
転

し

な
い
よ

う
に
し

ま
し
I

う

・
　▽

カ
ー
ブ
の

手
前
で
は

必
ず
ス

ピ
ー

ド
を
落
し

ま
し
I

う
　

▽
見
え

な

い
と
こ
ろ

に
は
危

険
が
か

く
れ
て

い
る
と
思

っ
て

、

必
ず
安
全

を
確

か
め
ま
し
I

う

運
転
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

各
警
察
署
で
は
。
川
間
巾
、
還
転

肖
講
習
公
(
下
表
)

、
心
と
T
の
夊

通
安
全
の
集
い
、
自
柾
駆
教
窒
秤
を

計

。巾
し
て
い
ま
す
。
進
ん
で
こ
れ
ら

の
行
事
に
参
加
し
、
交
通
事
紋
防
j

を
心
が
け
ま
し
I

う
。

※ 西新井警外署管内については、町余・卜
柵会・嘔支所下の要乱を受けて余習会を
闘催いたしますので、内新珎警察署交通謹

にお巾l 、込みください。

暴
走
族
を

追
放
し
よ
う

暴
心
皿
の
行
冷
は
、一
般
の

区
民
に
と
・
て
は
非
穴
に
迷
皿

で
す
。町
ぐ
る
み
で
、自
分
の

町
か
ら
は
出
さ
な
い
と
い
う
、

竃
迎
を
I
う
く
り
ま
し
ょ
う
。

植

木
ま
つ

り

地
元
商
店
簡
が
主
㈱
し
、
区
が
後

擾
で

、
「
植
木
ま
う
り
」
を
行
い
ま

す
。肖

日
、公
場
で
は
、植
木
の
病
虫

害
の
防
除
や
、手
入
れ
の
相
膿
コ
ー

ナ
ー
も
股
け
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、ど
う
ぞ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

日
時
　
四
月
十
-
1
卩
(
土
)
・
十
一
一

目
(
日
)
午
後
】畤
～
九
時

場
所
　
北
干
庄
西
口
商
店
面
(
旧
s

光
街
道
)

※
両
日
は
、交
通
規
剛
に
よ
り

、本
の

進
入
か
禁
止
さ
れ
ま
す
の
で

、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
力
は
ど

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
緑
政
係

自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

四
月
に
入
り
緑
も
活
兇
に
剛
き
出

す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

卜
で
は
、
口
然
や
縁
へ
の
観
し
み

と
理
解
を
蓆
め
て
ぃ
た
だ
こ
う
と

、

今
年
も
、
「
自
片
と
緑
の
弓
真
コ
ン

タ
ー
と

を
火
直
す
る
干
定
で
す
。

あ
な
た
も
ス
ナ
し
プ
そ
一
枚
用
意
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

家
の
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
緑
、
自

然
林
や
寺
社
の
森
、
公
園
な
ど
、
区

内
に
あ
る
緑
の
美
し
さ
を
カ
メ
ラ
に

お
さ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な

お

、
詳
細

に
つ
い
て

は

、
後

口

「
区
の
お
知

ら
せ

」
に
掲

載
し
ま
す

。

問
合
せ

先
　

緑

殴
係

緑
の
羽
根
募
金

近
年
、
部
巾
化
の
峨
町
と
と
も
に

失
な
わ
れ
て
き
た
綵
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
都
民
の
皆
さ
ん

の
連
帯
に
よ
。て
東
京
を
綵
暸
か
な

剛
に
す
る
た
め
、
竹
部
尽
化
椎
鵐
委

具
会
で
は
、
「
緑
の
羽
根
」
募
金
に

よ
る
緑
化
迅
助
を
。衍
っ
て
い
ま
す
。

五
月
十
五
日
ま
で
、こ
の
連
動
を

火
施
し
て
い
に
t
の
で
、ぜ
ひ
。こ
協

力

く
だ
さ

い

。

※
な
お
、剪
&
に
ご
鵬
力
く
だ
さ
る

と
き
は
、
匐
F
数
で
す
が
、
区
世
所

尽
皿
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
咏
政
係

植木まつり

中
小
企
業
施
設
改
善
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
の

説

明

会

中
小
葩
、業
阿
ふ
一
対
象
に
店
舗
の
新

築
、心
造
、機
械
畑
の
購
入
、工
場

心
股
の
防
災
化
、W
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

心
叫
障
富
片
嫻
用
、従
業
ほ
の
福
利

施
設
、共
同
施
心
の
設
峨
等
に
要
す

る
賢
金
に
っ
い
て
、都
が
閇
川
保
沺

喩
会
の
保
証
か
付
し
で
、金
融
機
関

に
尺
川
低
利
の
資
金
そ
あ
し
栲
ん

し
、そ
の
利
F
の
一
郎
を
郡
が
負
皿

す
る
も
の
で
す
。

日
時
　
内
月
-
五
卜
(
水
)
り
後
一

眄
『『一
十
分
か
ら

場
所
　
産
藁
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル

※
取
賢
の
巾
し
込
み
川
紙
は
区
役
所

経
済
諏
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、都
力
働
心
済
周
股

川
助
成
躙
(
　
二
二
一
―
亙
一
こ

ま
た
は
区
役
所
商
工
係
へ
。

学
童
保
育
室
登
録

パ
ー
ト
募
集
中

勤
務
地
　
ほ
内
学
重
保
育
窒
(
児
竄

酊

、
セ
ン

タ
ー
を
除

く
)

対
象
　

自
七

に
電
M

の

あ
る
女
子

勤
務
形
態
　
あ
ら
か
じ
め
登
録
そ
し

ご
い
た

だ
き

、
必
要

の
都
度
勤
S

を
し
て

い
た
だ
き
ま

す

勤
務
時
間
　
日
曜
、祝
口
を
除
き
正

午
～
午
後
五
時
(
た
だ
し
、夏
休

み
等
学
校
の
休
み
の
嚇
合
は
乍
前

九
時
～
午
後
五
町
)

賃
金
　
一
時
間
五
百
五
十
円

申

込
方
法
　

履
歴
畔
一

通
提
出

申

込
・
問
合
せ

先
　

住

区
施
咬
岡

学

童
保
育
係

「 足立 の歴史」が

再版されました

皆
さ
ん
に
ご
好
評
の

迢

立
の

歴
史
」
が
再
販
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
堋
の
用
途
に
心
じ
た
刊
持

物
も
飢
布
し
て
い
ま
す

。

□
歴
史
的
な
読
み
も
の

わ
た
し
た
も
の
ま
ち

「
足
立
」
の
歴
史
を
解

腕
し

、
占
い
姿
と
新
し

い
も
の
と
の
つ
な
が
り

か
興
味
深
く
四
解
で
き

る
「
足
立
の
歴
史
」
巧

お
気
軽
に
祠
ん
で
い
た

だ
け
る
木
で
す
。

▽
足
立
の
蔗
史
・
内
百

円
▽
足
立
の
史
話
・
-
-
四
百
円

▽
足
立
の
今
百
…
千
五
百
円

▽
旧
口
光
逎
巾
千
僅
絹
家
並
呎
瀑

・
図
・
-
‘
四
百
円

▽
近
代
史
年
表
(
附
和
四
十
六
年

末
ま
で
)…
二
百
円

▽
武
蔵
伊
興
遞
跡
・
三

千
円

▽
文
化
町
闘
査
報
告
書
・
y
'
千
円

(
隘
1
3
)

・
千

五
百
円

(
叭
1
4
)

□
統
計

資
料

K
政
の
現
況
と
推
移
兇
皿

の
あ
と
を
統
計
取
字
で
佃
介

す
る
も
の

で
、
人

口
、
俔
歿

佃
祉
、

教
育
な
ど
の

分
野
の

凧
本
的

な
賢
利

を
収
甘
し
て

あ
り
ま

す
。

▽
数
字
で
皿
る
皿
政
…
八
百

円

▽
商
業

統
計
調

査
報
告
=

・
う
千
六

百
円

▽
剛
業
所
統
叶
調
査
曜
心
・
-
内
百

円

▽
足
立
区
の
人
口
と
世
帯
(
昭
和

五
十
年
国
勢
調
査
)
-
i
七
百
円

□

地
図

▽

施
股
案
内
図
・・・
g
i
a
五

十
円

▽

ガ
イ
ド
マ

。
ブ

ー
=二
百

五
十
円

□
そ
の

他

▽
教
腎

斤
年
史
―

足
立
K

に
小

学

校

が
開
校
さ
れ

て
百
乍

、
新
利

巾
学

校
の
制
度

が
で
き
て

三
十

年
、

そ
の
経
過

を
わ
か
り

ゃ
す

く
解

説
し
た
も

の
で
す
・
"
七
千

二
百
円

▽
Ⅸ
の
お
知
ら
せ
縮
刈
。
版
…
千
円
　

(叫

和
こ

年

九
川
～
叩

和

四
卜

匕
年
三
月

ま
で
)

。
千

八

万
円
(

昭

和
四

十
匕
年
叫
月

～

昭
和
双

卜
友
年
三
月

ま
で
)

頒
布
場
所
・
問
合
せ
先
　
区
役
所

五
階

広
報
課

が んの予 防は
早 期発 見から

検診 はすすん で受け まし ょう

四
十
五
歳

胃
が
ん
検
診

始

ま

る

□
四
十
五
歳
胃
が
ん
検
診

区
で
は
、
胄
が
ん
の
危
険
年
齢
で

あ
る
四
卜
5
歳
の
区
民
勞
対
象
に
、

区
医
師
会
の
協
力
を
碍
て

、
「
四
十

五
職
胃
か
ん
検
診
」つ
個
別
通
知
方

式
で
実
施
し
ま
す
。

な
お
三
月

、
内
月
に
四
十
人
歳
に

遷
す
る
方
は

、
個
別
通
知
が
罷
送
で

き
ま
せ
ん
の
で

、
次
の
萼
頷
で
申
し

込
ん
で

く
だ
さ

い

。

検
診
日
時
　
友
月
匕
日
・
し
一
口
・

卜
二
日
・
十
内
日
・
十
ぺ
H
・
二

ト
ー
ロ
ー
二
卜
五
日
・
二
十
六
日

・
二

十
(

日

対
象
　
岨
和
十
一
年
三
月
、四
月
生

ま
れ
の
に
尺
で
、過
去
一
年
以
内

に
冐
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
万

定
員
　
各
ロ
三
不
屁
名

費
用
　
F

に
卜
円

注
意
事
項
　
▽
虹
娠
巾
、ま
た
は
妖

娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
万
は
検

芒
・
、き
ま
せ
ん
　
▽
冐
の
平
術
を

し
た
万
や
胃
病
で
治
縦
中
の
万
、

ま
た
は
冐
・
哨
と
診
断
さ
れ
た
万
、

自
覚
症
状
の
多
い
方
は
、直
接
医

僚
機
鬩
で
検
診
を
賢
け
て
く
だ
さ

※
な

お

、
一
次

珍
査
の
結

果

、
精

密

松
査

が
必
麝

と
判
定
さ
れ

た
万
に
対

し

、
区

円
の

指
定
医
療
機

閃
で
翼

診

さ
れ

た
場
合

、
自
己
政
川

頸
の
う

ち

二
千
円

を
阻
度

と
し
て
X

か
艮
担
し

ま
す

。

□
子

宮
が
ん
検

診

検
診
日
　
五
月
一
冂
・
(
白
・
十
五

卜
・

二
上

百

・
二

十
九
日
(

毎

週

金
町
日
)

対
象
　
涓
宇
歳
八
上
の
区
民
で
、

過

去
一
年
以

内
に
検
穆

を
受
け
て

い
な
い
方

定
員
　

各
口

元
一

名

費
用
　
九
百
円

注
意

事
項
　

生
理
巾
の
し

や
婦
人

科

区

で
治
療

中
の
方
は
検

診
で
き

ま

せ
ん

◎
四
十
五
歳
胃
が
ん
検
診

、
子
富
が

ん
検
診
と
も

検
診
場
所
　
保
陂
セ
j
l

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
記
入
例
タ
ー
S七

に
し
て

、
往
復
(
ガ
キ
で
申
し
込

ん
C
く
だ
さ
い
(
申
し
込
み
多
畝

の
叫
今
は
紬
選
を
し
ま
す
の
ミ

希
印
の
日
以
外
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
)

申
込
期
限
　
四
月
い
に
(
当
卜
測

印
町
効
)

※
ぶ
炳
皿
護
世
帯
の
万
は
t
保
の
し

お
り
を
、庄
民
税
非
躙
机
心
帯
の
方

は
住
民
脱
非
課
晩
皿
明
S
を
当
日
時
s

す
れ
ば
、
費
刷
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ダ
ー
　
　

八
五
五
-
四
・
-
友
一

ハ ガ キ の 記 入 例

往信表 返信裏

返信表 往信裏

子宮がん検診の場合は、「子宮がん検診希望」と書く

妊
婦
健
診
をど

う
ぞ

妊

娠
さ
れ
た

方
に
、
妊

峨
前
期
・

後
刈
の

。・。回
、

無
科
で
健

康
診
査
の

で
き

る
健
診
票

を
豌
し
て

い
ま
す
。

こ
の
健
診
県
は
、
母
子
手
帳
と
い

ウ
し
ょ
に
良
す
保
健
バ
。
ク
に
入
っ

て
い
C
、
都
内
の
産
婦
人
科
を
扱
う

医
療
機
閃
な
ら
初
診
か
ら
使
用
で
き

ま
す
。
確
肥
の
た
め
、
受
穆
の
と
き

医
療
機
閥
の
窓
口
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
皿
子
健
康
手
帳
`
-
も
ら
う

の
に
は

、
医
療

機
関
の
妊

娠
柚
明
書

は
必
弱
あ
り
ま
せ
へ

卜
役
所
、
ま

た
は
出
閑
所
に
倒
え
て
あ
る
妊
娠
届

出
書
を
抓
小
す
る
と
、
そ
の
啝
で
竃

付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん

申
請
先
　
住
所
を
管
轄
す
る
出
藤
所

よ
た
は
保
健
干
防
係

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

母
子
栄
養
食
品
を

支
給
し
ま
す

対
象
　
▽
生
活
保
護
獣
帯
　
▽
住
民

税
非
課
税
世
帯
　
▽
町
得
税
非
輝

税
い
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

妊
産
婦
お
よ
ひ
孔
児
(
た
だ
し
、

乳
児

に
つ
い
て

は
右
表
の

と
お
り

体
貫
川

限
が

あ
り
ま

す
)

支
給
期
間
　
▽
妊
娟
'
・
虹
嬢
J
カ
月

目
か
ら
一
一
(ヵ
月
間
　
▽
産
婦
・
・
・
=

産
の
翌
月
か
ら
三ヵ
月
間
　
▽
孔

児
;
-
由
t
後
四ヵ
月
日
か
ら
九ヵ

月
間

※
た
だ

し
、
支
給

開
始
口

は
申
睛
月

の
翌
八

か
ら
で

す
。

持
参
す
る
も
の
　
▽
印
か
ん
　
▽
母

子
健

康
干
帳
　

▽
非
状

税
世
帯
の

燮

‥

、
課
税
皿

明
番

か
源

泉
徴
収

『

ま
た
は
非

皿
税
の
証

明
が
で

き
る

も
の

申
請
先
　

各
出
張

所
、
ま

た
は
保
健

干
防

係

問
合
せ
先
　
俣
健
予
防
係

体 重制限 表歯
科
衛
生
師
の

資
格
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

足
立
保
健
所
で
は
、
歯
科
布
生
士

の
賢
格
が
あ
る
万
に
:
(
I
ト
と
し

て
歯
科
衛
生
事
業
の
お
手
匡
い
を
お

町
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
の
万
は
ご
世
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
r
防
糾
業

穆
第
二
係
　
　
(

五
五
-
四
一
五

一

ひろば
☆
盲
老
人
会
の
募
集

日
時
　
毎
9
第
二
、
第
内
目
曜
日
　

午
後
一
時
～
四
時

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
袒

覚
障
害
冊
究
室

問
合
せ
先
　
百
目
鬼
(
ど
う
め
き
)

S
一
　
　
(
(
三
-
三
七
五
四

☆
作
品
展
示
バ
ザ
ー

ろ
う
耆
の
皆
さ
ん
が
、
心
身
障
毒

襴
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
爾
教
室
で
造
っ

た
作
品
を
展
示
、
即
売
会
等
を
彌
」

ま
す
。

日
時
　
四
月
五
日
(
日
)
午
恥
十
晧

～
午
後
内
町

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
　
ろ
う
者
協
会
(
　
(
(

四
:
五
九
七
(
)
ま
た
は
、心
身

障
害
砌
祉
セ
ン
タ
ー
(
　
(
(
三

I
六
一
七
一
)

☆
竹
の
塚
ペ
ン
習
字
同
好
会

ほ
の
成
人
学
級
か
ら
引
き
続
い
て

学
習
し
て
い
る
ク
ル
ー
ゾ
で
す

。

日
時
　
毎
月
第
一
・
第
三
十
曜
日
　

乍
破
一
時
三
十
分
～
四
町
、第

二
・
第
四
木
曜
口
午
後
六
時
三

十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
冢
社
会
教
膏
館
会
凧
室

費
用
　
会
費
千
二
百
円

、
教
材
費
(

百
円

問
合
せ
先
　
村
中
久
予
　
　
(
四
〇

-
五
一
三
○

☆
フ
ラ
ワ
ー
無
料
講
習
会

初
心
者
を
対
象
に
、
コ
サ
ー
ジ
か

ら
ブ
ー
ケ
ま
で
指
導
し
ま
す
。

日
時
　
四
月
十
五
日

午
霞
一
時
～

=
蒔
二
1
分

場
所
　
吐
業
母
興
鮹

費
用
　
婦
料
(
材
科
費
千
巴

定
員
　
'
・、卜
友
名
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
甲
川
　
允

七
-
二
二
四
三

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日
時
　
四
月
九
口
こ
一
十
三
日
　
午

徴
六
町
一一
F
分
～
九
時

場
所
　
千
町
第
二
か
学
校
体
冐
館

対
象
　
抃
-
い
歳
以
上
(
初
心
七
歓
迎
)

費
用
　
無
恥

注
意
　
上
壥
き
用
運
動
靴
持
参

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟
　
　
(
八
一
-
凡
〇
八
五

☆
ニ
ュ
ー
ア
ロ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ア
ー
ヂ
ェ
リー
で
『
髄
康
・
体
力

づ
く
り
`
友
目
暸
に
練
習
し
て
い
る

家
庭
姻
人
を
巾
心
と
し
た
サ
ー
ク
ル

で
乞

日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
九
時
～

午
後
〇
叫
三
十
分

場
所
　
燮
‥
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

費
用
　
万
心

問
合
せ
先
　
卜
川
　
　
(
人
(
土

八
じ
八
(
午
後
二
時～
五
時
)

投
稿
規
定
　
▼
夛
-
夕
汐
情
凧
、
行
事
、
催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
(
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
一
肌
番
号
、
賢
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
肥
　
▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
摶
戟
不
可
　
▼
摶

載
、
不
栂
亀
の
連
幡
は
し
ま
せ
ん
　
▽
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
蒭
　
▼
梅
戦
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
陳
(
　
凶
千
佳
一
丁
目
四

一
一
八
)

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和

五
ト
ペ
ト

度
怦
の

酉
登
録

と
狂
犬

病
干
防

心
射
を
次

の
一日
程
で

り
い
ま

す
の
で
、

飼
い
主

の
カ
は
冊

寄
り
の
余
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
▽
干
住
保
健
所
管
内
'
　

午
吋
十
時～
正
午
　
▽
足
立
保
健

所
管
内
午
賢
一
時
三
卜
分～
三
時

三
十
分

な
お
、
雨
入
の
堝
き
は
巾
虍
と
な

り
ま
す
の
で
、
振
替
目
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
飼

い
犬
か
死
{
}
・
失

踪
辱

に
よ

り
、

現
在
犬

を
飼
'

て

い
な

い
方
は
、
鵬

髄
所
、

ま
た
は
衛

生
係
で

魔
犬
の
手

観
き

を
し
て

く
だ
さ
い

。

□
犬
の
登
録
手
数
料
等
が
改
正
さ
れ

ま
し

た

▽
登
母
手
数
卜
・
:
二
千
円
　
▽
注
射

利
池
-
;
千
内
百
円
　
▽
注
射
済
県
交

付
手
数

り
:

が
旧
円
　

▼

合
計
・
・・三

千
ヒ
百

円

問
合
せ

先
　

お
近
く
の

保
健
所
、
ま

た
は

南
中
係

飼い犬の登録と狂犬病の予防注射日程表

愛
犬
家
の

皆
さ
ん
へ

犬

を
散
歩
さ

せ
る
と
き
は

、

他
の
人
の

迷
惑

に
な
ら

な
い
よ

う
、

糞
を
始
末

で
き
る
チ
リ

ト

リ
な

ど
を
持
参

し
て
、
環

境
5

夷
化

に
男
め
て

く
だ
さ
い

。
ご

協
力

を
お
願
い

し
ま
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
7
)

人
正
十
一
旻
一
八
二
二
年
)
三

月
二
日
、
取
都
の
岡
崎
公
会
耄
で

全
国
の
口
和
地
区
か
ら
集
ま
り
だ

二
F
人
余
り
の
戈
遡
に
よ
っ
て
、

全
国
水
平
紅
が
創
立
さ
れ
、
同
和

問
咀
の
解
決
に
向
け
て
、
歴
史
的

な
第
一
歩
か
し
る
さ
れ
ま
し
た
。

自
ら
の
力
で
人
間
と
し
て
の
自

由
と
平
等
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
て

集
ま
っ
た
創
立
大
余
で
は
、
人
権

亶
言
と
も
い
う
べ
き
水
平
祐
利
立

宜
苜
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
亶
冐
は
、
西
光
万
占
氏
の
起

豕
に
よ
る
も
の
r
、
全
岡
に
散
在

す
る
同
和
畑
区
の
大
ひ
と
が
団
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

く
訴
え
、
最
後
に
「
大
の
匱
に
熱

あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
と
紹
ん

で
い
ま
す
。

水
平
卜
の
創
立
は
、
畏
い
間
郎

落
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
人

ぴ
と
に
、
力
と
勇
気
を
与
え
、
自

主
解
破
の
喰
の
も
と
、
各
皿
で
ぞ

く
ぞ
く
と
水
平
社
の
文
部
が
結
成

さ
れ
、
大
正
十
四
年
に
は
、
企
国

で
七
百
ホ
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
自
分
達
の
力
に
よ

っ
て
部
落
の
冗
全
解
放
を
な
し
と

け
、
人
怖
を
守
り
ぬ
こ
う
と
す
る

運
動
が
企
国
に
ひ
ろ
か
っ
て
い
き

ま
し
た
。

な
お
、
水
平
杜
と
い
う
名
は
、

十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
革
a
に
お
け
る
小
片
人
、

手
工
業
七
な
ど
の
絹
皿
で
あ
る
レ

ベ
ラ
ー
ズ
か
ら
考
え
う
い
た
も
の

で
す
。

水
平
廿
創
立
当
初
の
毒
動
は
、

大
会
火
議
の
第
一
項
に
あ
る
よ
う

に
、
差
別
者
に
対
す
る
撒
唾
的
糾

卵
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
正
十
四
年
の
全
s

水
平
社
第
四
回
大
会
で
は
、
労

動
者
や
皋
民
と
力
を
合
せ
て
運
助

を
す
す
め
る
方
針
か
う
ら
だ

さ

れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
水
平
社
と

労
働
組
合
、
農
民
組
合
と
が
手
を

絹
ん
r
だ
た
か
い
ま
し
た
。

水
平
社
は
、一
洋
内
差
別
の
糾

弾
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
大
正
十

五
气

碼
岡
連
隊
内
で
差
別
事
件

が
お
き
ま
し
气

水
平
社
の
抗
爾

に
よ
り
、
差
別
を
な
く
す
る
講
習

会
を
闘
く
杓
東
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
差
別
事
吽
が
あ

い
っ

き
、
水
平
社
は
農
民
縮
合
な
ど
の

心
援
を
得
て
、
「
入
営
拒
再
」
の

運
助
を
も
り
あ
け
ま
し
た
。

◎
同
和
關
羈
に
開
す
る
閧
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

老
人
緊
急
一
時
保
護
制
度

保

護

期

間

が

延

長

さ

れ

ま

す

攪
た
き
り
の
考
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
が
、
病
気
、
事
故
、

山
産
な
ど
特
別
な
即
肉
で
】
畔
的

に
ほ
話
か
で
き
な
く
な
ワ
た
時
、

特
別
養
護
老
人
ホー
ム
で
お
預
り

し
、
冢
族
に
か
わ
り
短
期
間
お
世

M
し
ま
す
。

対

象
　

区
内

在
住
の
六

十
五
歳
以

上

の
方
で
'
I
S

時
他
人

の
介
霞

か
な
け
れ

ば
、
目
常
の

生
活

か

で

き
な
い

状
態
に
あ
り

、
次
の

条
件

に
該
当

す
る
万

▽
刊

に
医

師
の
治
療

を
必
要
と

し

な
い
方
　

▽
稍
神
性

及
心
や

叭

染
性
疾

患
か
な
い
方

家
族
の

状
態
　

▽
冠
折
葬

祭
な
ど

の
理

巾
で
一

時
不
在
に

な
る
方

▽
病

気
や
事

故
、
出
産

な
ど
で

介
護

に
あ

た
れ
な
い
方

保
護
期
間
　
特
別
養
腰
老
人
ホー

ふ
足
な
析
十
莓
(
花
綱
四
-
三

九
F
一
0
)
で
、
十
日
以
内
に

限
り

保
護
し

ま
す

費
用
　

食
事

な
ど
の
費
用

と
し
て

一
日
千

瓦
百

十
円
(

生

活
保
礎

受
'船

者
は
除
き

ま
す
)

※
七
人

の
送
迎
は

、
原
川

と
し
て

家
族
か

行
い
ま

す
か
、
送

迎
困
難

な
叫
合

は
、
施
設

に
依
頼

す
る
方

法
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

先
　

老
人

福
祉
係

友
愛
訪
問
員
を

募
集
し
ま
す

こ
の
友
愛
訪
問
員
の
制
度
は
、

区
内
に
居
庄
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
で
、
皿
域
社
会

と
交
流
の
と
ば
し
い
老
人
世
帯
を

訪
間
し
'
u
s
し
介
い
な
ど
を
行
う

こ
と
よ
り
、
皿
勧
感
の
解
消
、
事

紋
の
未
然
肋
小
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

資
格
　
廁
ニ
ト
貮
以
上
で
心
身
と

も
に
健
全
で
、
志
し
を
持
っ
て

奉
皿
活
動
が
で
き
る
方
(
民
生

委
員
、
老
人
相
談
員
を
除
き
ま

す
)

活
動
　
穩
三
冂
以
上
、
担
肖
世
帯

を
訪
閃
し
、
話
し
相
手
を
し
ま

す
《
↓
》

活
助
費
　
月
順
二
千
円
を
支
給

(
訪
問
連
絡
等
の
賢
用
)

問
合
せ
先
　
老
人
裲
祉
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

定
時
払
い

明
和
五
十
六
年
度
四
月
期
の
福

祉
手
当
(
国
利
度
)
が
、
支
給
さ

れ
ま
す
。
四
月
十
日
頃
、
指
定
さ

れ
た
金
融
機
閃
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
が
、
受
給
者
の
方
に
は

川
途
支
払
通
知
書
で
お
卿
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
、
振
り
込
み
先
を
変
更
し

た
い
哨
舎
、
仕
所
が
変
わ
っ
た
場

合
は
係
ま
で
届
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

身
体障害者の
方に

自
動
車
燃
料
費
を

助
成
し
ま
す

身
体
陣
胃
省
の
乃
か
、
自
分
の

自
助
皿
を
運
皿
し
、
a
勤
、
通
院

等
に
使
用
し
た
場
合
、
燃
料
費
の

一
郎
君
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
K
内
在
住
て

自
動
皿
碗
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
さ
れ
て
お

り
、
障
害
の
忍
度
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
　
▽
体
幹

機
能
障
害
扣
よ
ひ
内
部
障
害
で

三
級
以
上
の
方
　
▽
下
肢
機
能

障
嘗
で
四
緑
以
上
の
方

※
丹
体
障
害
者
福
祉
々
ク
シ
ー
事

業
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
身
体
障

害
老
手
幔
　
▽
自
動
爪
運
伝
免

吽
証
　
▽
目
動
車
検
査
証
　
▽
住

民
槊
(
本
人
の
み
)
　
▽
自
動

本
税
の
皿

免
を
証
す
る
も

の
(
身
体
阻
害
者
手
帳
に
表

示
)

助
成
額
　
一
j
に
つ
き
四
十
円
と

し

、
一
ヵ
月
閃
五
卜
j
を
限
度

と
し
た
企
簡
(
最
高
二
千
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー

耳
体
障
冷
者
の
万
が
タ
ク
シ
ー

に
乗
る
場
合
、割
引
科
企
で
乗
れ

る
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
そ
I
実
廡
し

て
い
ま
す
。

対
象
　
▽
下
肢
。体
幹
機
能
障
害

で
三
級
以
上
の
万
　
▽
視
《
↑
》

力
陣

害
で
一
峨

扣
よ
ぴ

内
郎
障

害
で

一
級
の
万

※

身
体

障
害
者
自

助
康
燃
科

費
助

皿

事
業

と
の
併
紿

は
で

き

ま

せ

ん

。

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
　
「ら
″

う
ち
ん
」・
「か
た
つ
な
り
」マ

ー
ク
の
偏
人
タ
ク
シ
ー
、
「青
地

に
白
の
身
障
マ
ー
ク
」を
助
手

席
に
う
日
て
い
る
タ
ク
ー
、

車
体

に
「
市

松
嗅
様

」の
ラ

イ
ン

が
入

っ
て
い
る

タ
ク
シ
ー

、「

中

火
無

線

」
マ
ー

ク
の
タ

ク
シ
ー

利

用
券
の

交
付
　

一
人
に
つ

き
月

四
枚

ま
で
(

乗

車
の
際

、

科
金

か
ら

三
百
(

十

円
剤
引

か
れ
ま

す
)

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
身
体
障

官
弔

手
帳
　

▽

住
所
が

確
認
で

き
る

証
明
母
　

▽
印
か
ん

申
込
・
問
合
せ
先
　
陣
害
福
祉
係

心
身
障
害
者
の
方に

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

心
丹
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭
に

栂
祉
一

括
を
お
賢
し
し
ま
す
。

資
格
要
件
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
世
帯
　
▽
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
、
愛
の
手
帳
一
度
、

お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
重
度
の

障
害
者
の
い
る
世
帯
。
ま
た
は

こ
級
の
一
都
(
下
肢
、
体
幹
、

心
臓

、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

齠
に
か
か
る
障
害
』
で

、
外
出

因
難
な
万
の
い
る
皿
帯
　
▽
住

民
税
が
勾
等
割
以
下
の
世
帯
　

▽
現
在
竜
晧
か
架
設
さ
れ
て
い

な
い
吮
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全

員
の
作
民
票
　
▽
身
体
障
害
者

手
帳
、
愛
の
手
帳
ま
た
は
診
断

書
　
▽
住
民
碗
課
税
証
明
一
(

虫
活
保
護
世
帯
を
除
き
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

老人世
帯の
方に

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

ほ
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
万
に
補
祉
一
話
を
賢
与

し
、
使
用
糾
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
世

帯
ま
た
は
世
帯
者
全
員
が
六
十

五
歳
以
上
の
世
帯

申
込
期
限
　
四
月
三
十
日
(
上
期

分
)

※
年
に
ご
回

、
選
定
委
員
会
を
闘

き
決
定
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
令

皿
の
住
民
票
　
▽
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
柵
祉
係

よ
り
良
い
暮
し
の
た
め
に

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

昭
和
五
十
四
年
一
月
、
こ
月
、

三
月
分
の
保
険
科
は
、
昭
和
五
十

六
年
四
月
三
十
日
を
過
ぎ
ま
す
と

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。傑

険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
将
米
、
年
金
を
受
け

と
る
と
き
に
不
利
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
賢
冶
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
納
付
一
の
な
い
万
は

、
再
発

行
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
は
便
利

な
口
座
振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
預
血
口
慶
の
あ
る
偏
行
、
信

用
金
庫
、
値
用
組
合
、
農
協
(
郵

磽
局
は
扱
い
ま
せ
ん
)
へ

、
国
民

年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
印
か
ん
(

通
帳
便
用
の
も
の
)
を
袴
参
し

て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
諜

完
全
参
加
と
平
等

国
際
障
害
者
年
1981年
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行 事
み
な
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
催 し

区
民軟

式
野
球
大
会

期
日
　
五
月
三
日
～
二
十
四
日
の
日

曜
日
(
延
べ
四
日
間
、雨
天
噸
延
)

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
・
『瓦
反
野
グ

ラ
ン
ド

出
場
資
格
　
区
内
在
仕
・
萍
勤
の
十
(

歳
(
十
六
歳
以
上
の
動
労
だ
少

年
卆
、忿
ひ
)
以
十
の
区
民
で
・痢
成

さ
れ
、
教
介
委
員
余
に
登
録
し
て

あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

募
集
チ
ー
ム
数
　
百
・・
十
(
チ
ー
ム
(

先
若
順
に
受
付
け
、
定
敢
に
な

り
次
第
締
切
り
)

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
休
育
課
所
定
の
用
紙
に

よ
り
、
窓
口
に
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
躙

み
ん
な
で
作
ろ
う

青

年

教

室

こ
の
教
室
は
、
あ
な
た
の
サ
ー
ク

ル
と
地
域
の
青
年
が
一
緒
に
な
っ
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ご
涵

勣
や
、
学
習

活
動
を
計
画
し
、
実
鹿
す
る
も
の
で

す
。ま

た
、こ
れ
ら
の
教
室
に
教
育
委

艮
余
で
は
、
余
場
の
あ
っ
せ
ん
、
資

料
、教
材
の
提
供
、講
師
の
紹
介
、

謝
礼
の
負
担
、助
言
・
指
導
等
を
行

い
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
庄
・
在
勤
の
青
年
団

体
(
サ
ー
ク
ル
)
お
よ
び
、
こ
れ

か
ら
作
ろ
う
と
す
る
青
年
の
集
り

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

青
年
サ
ー
ク
ル
に

講
師
を
派
遣

青
年
サ
ー
ク
ル
(
グ
ル
ー
プ
)
等

の
充
実
を
は
が
る
た
め
に
、
青
年
サ

ー
ク
ル
が
行
う
自
十
的
学
習
会
、
講

習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
の
青
年
廾
-
ク
ル
お
よ

ぴ
グ
ル
ー
プ

助
成
内
容
　
一
団
体
に
つ
き
調
師
一

名
(
九
千
円
以
内
)

申
込
方
法
　
申
込
書
(
青
少
年
係
、

青
年
館
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入

し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

親
と
子
の

体
操
教
室

期
間
　
昭
和
五
十
六
年
五
月
十
五
日

～
昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
六
日

の
毎
週
金
曜
日
(
八
月
、
一
月
、

二
月
を
除
く
延
べ
三
十
回
)

時
間
　
A
組
・
・
・
午
前
十
時
～
十
時
五

十
分
、B
組
…
午
前
十
一
時
～
十

一
時
五
十
分

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
次
の
方
　
A

組
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日

～
昭
和
五
十
二
年
九
月
三
十
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親
　
B

組
…
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日

～
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親

場
所
　
足
立
区
体
育
卵

定
員
　
A

・
B
組
と
も
各
百
組

受
講
料
　
無
料

申
込
受
付
　
四
月
五
日
か
ら

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
(
体
育
課
に

あ
り
ま
す
)
に
記
入
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

親と子の体操教室

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
員
募
集

応
募
資
格
　
四
月
現
在
、
区
内
に
在

学
の
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
・・・
百
ニ
十
名
、

合
唱
団
・
=七
十
名

練
習
場
所
　
第
一
鼓

笛
隊
(
梅
島

小
)
、
第
二
鼓
笛
隊
(
千
寿
第
六

小
)
、
第
三
鼓
笛
隊
(
綾
瀬
小
)
、

第
一
合
唱
団
(
五
反
野
小
)

、
第

二
合
唱
団
(
千
寿
第
三
小
)

練
習
日
時
　
五
月
三
十
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
、
午
後
二
時
～
四
時
(
春

・
夏
・
冬
休
み
期
間
中
は
休
み
)

申
込
方
法
　
加
入
申
請
書
(
各
学
校

・
子
ど
も
会
に
あ
り
ま
す
)
に
記

入
し
、
学
校
長
の
承
認
を
得
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
四
月
二
十
一
日
必
着
(

申
し
込
み
多
敷
の
場
合
は
抽
選
)

※
な
お
、所
属
の
隊
・
団
は
教
育

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係
(
〒

旧
千
住
一
-
四
-
一
(
)

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
五
月
十
二
日
～
十
五
日
、十

九
日
～
二
十
一
日
(
延
べ
七
日
間
)

午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
で
全
日
程

受
講
可
能
な
方
(
た
だ
し
、十
六
ミ

リ
資
格
修
了
証
所
持
者
を
除
く
)

定
員
　
四
十
二
名
(
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
)

受
請
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
巣
、
電
略

番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限
　
四
月
十
冐
(

当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
旧

千
住
一
-
四
上
(
)

四
月
一
日
か
ら
新
た
に
中
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。

学
校
名
　
栗
鳥
巾
学
校

所
在
地
　
中
央
本
町
五
上
三
-

一
　
　
八
五
二
-
一
〇
一

一
圭
二

スポーツセンター教室・コース案内
※ 各教室やコースに参加十る方はオリエンテ一ションの前までにへルスチェック( 血卜・脈拍・尿検在等)

を受けていただきます
へ ル スチ ェ リ ク実 碚 日   水 曜 日  午 前10 時~ 午 後7 時

日 曜 日  午 前10 時~ 午 後3 時
なお、オリエニテ一ションに出席されない場合は教室に参加できません。

※ 往復はかきには阯襾・氏名・年齢・電話番号・教室名を必ず記入すること。

受
講
生
募
集

教

育

セ

ン

タ

ー

□
英
会
話
ク
ラ
ブ

期
間
　
五
月
九
日
～
十
月
十
い
〕日

の
毎
週
土
曜
日
(
延
べ
二
十
日

間
)

時
間
　
午
後
三
時
～
四
時

対
象
　
区
内
中
学
校
二
・
二
年
生

費
用
　
無
料

定
員
　
四
十
五
名

□
英
会
話
教
室

期
間
　
五
月
九
日
～
十
月
十
七
日

の
毎
週
土
畷
日
(
延
べ
二
十
日

間
)

時
間
　
午
後
四
時
三
十
分
～
六
時

対
象
　
初
心
行
(
区
内
ぴ
陂
の
高

校
宇
以
占

費
用
　
教
材
費
有
料

定
員
　
四
生
五
名

□
ギ
タ
ー
教
室

期
間
　
五
月
几
日
～
十
川
十
匕
日

の
毎
週
土
曜
日
(
延
べ
二
十
日

間
)

時
間
　
午
後
六
呼
・
十
分
～
(
時
三

十
分

対
象
　
初
ふ
肖
(
区
内
M
住
の
中
学
生
以
上
) 内

容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

費
用
　
教
材
費
有
料

定
員
　
五
十
名

□
天
文
ク
ラ
ブ

期
間
　
五
月
十
三
日
～
七
月
十
五

日
の
毎
週
水
曜
日
(
延
べ
十
日

間
)

時
間
　
年
後
三
時
～
四
時
三
十
分

対
象
　
区
内
小
学
校
四
・
五
・
六

年
生

費
用
　
無
料

定
員
　
四
十
名

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
往
復
(

ガ
キ
に
駒
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
(
栄

校
名
、
学
年
)

、
電
話
番
号
多

紀
人
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
(
申
し
込
み
多
歓
の
場

台
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
、
四
月
十

一
日
(
当
日
消
印
綰
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

教
育
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹の
堰

二
大

五

上

二
　
　

・べ
五
O
-
(

八
〇
マ
)

訂 正

用 途 地 域 地 区

改正決定図

三
月
十
七
日
に
配
布
し
ま
し
た
用

途
地
域
地
区
改
正
決
定
図
に
、
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
市
計
画
係
へ
ど

う
ぞ
。

本 木1 丁 目3 番西 新井2 丁目8 番

掲
示
板

高
齢
者
の
方
の

職
業
相
談

足
立
区
高
齢
者
事
業
団
、墨
田

高
齢
者
無
料
職
巣
紹
介
所
で
は
、

左
記

の

と
お

り

仕
事

を

求
め

て

い

る
高

齢

者
の

方
の

相
談

に
応

じ
ま

す

。
お

気
曜

に

ど
う

ぞ

。

な

お

、
高

齢

者
事

集
団

の

会
員

と

な
っ
て

い

る

方
は

、
事
業

団

事

務
局

で

相
談

に

応
じ

ま

す

。

足

立

区

役
所

相

談
室
・・
・
毎

月

第
四

火

曜

日
(

十

二
月

は
第

三

火
曜

日
)

竹
の

塚

セ
ン

タ

ー
=
・
毎
月

第

四
木

曜

日

※
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
十
時

か
ら

午

後
三

時

ま
で

。

問

合

せ
先
　

足

立
区

高
齢

者

事

業

団
(
　
(

七

〇
-

六
二

二

二
)

、

墨

田

高
齢

者

無
料

職

業
紹

介
所
(

六
二

五
-

七

六

六
八
)

郵
便
局
の
進
学

資
金
貸
し
付
け

こ
の
制
度
は
、
進
学
資
金
の
硫

保
を
目
的
に
、
毎
月
一
定
の
額
を

積
立
て
て
も
ら
い
ま
す
と
、
積
立

期
間
終
了
後
、
積
立
額
と
同
額
の

資
金
(
最
高
五
十
四
万
円
ま
で
)

が
借
り
ら
れ
ま
す
の
で
、
最
高
百
(

万
円
が
準
備
で
き
ま
す
。

積
立
期
間
は
、一
年
か
ら
三
年

ま
で
、積
立
額
は
一
万
円
か
ら
五

千
円
区
切
り
で
四
万
円
ま
で
の
七

種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、無
理
な

く
選
ん
で
、お
子
さ
ん
の
進
学
準

備
資
金
の
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵
便

局
へ
。消

防
官
募
集

受
験
資
格
　
高
校
卒
巣
程
度
以
上
(

昭
和
五
十
七
年
三
月
卒
業
見

込
者
除
く
)
の
学
力
を
有
す
る

方
で
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二

日
～
昭
和
三
十
(
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
男
子

募
集
人
員
　
百
七
十
名

試
験
日
　
五
月
二
十
四
日
(
日
)

申
込
期
間
　
五
月
(
日
～
十
五
日
(

持
参
の
場
合
は
十
四
日
・
十

五
日
)

申
込
方
法
　
申
込
書
(
都
内
の
各

消
防
署
に
あ
り
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
消
防
庁

人
事
都
人
事
課
(
〒
1
0
0
千
代
田

区
大
手
町
一
―
三
―
五
　
　
二
一

二
一
二
)

生
徒
募

集

治
療
教
育
職
員
養
成
所

福
祉
や
教
育
の
仕
事
に
た
ず
さ

わ
る
方
に
、
精
薄
治
療
教
育
の
専

門
的
知
識
技
能
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
の
養
成
所
で
す
。

修
業
年
数
　
夜
間
二
年
制
、
週
五

回
(
午
後
六
時
～
(
時
四
十
分
)

入
学
資
格
　
保
母
、
教
員
、
児
童

指
導
員
等
の
資
格
の
あ
る
方

く
わ
し
く
は
、う
め
だ
・
あ
け

ぱ
の
冶
療
教
育
職
員
養
成
所
(
　

八
へ
九
-
一
七
つ
〇
)
へ
。

申
告
納
付
は

お
済
み
で
す
か

五
十
六
年
度

労
働
保
険
料

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険
料
と

労
災
保
険
科
)
は
、五
月
十
五
日

ま
で
に
、最
寄
り
の
銀
行
、ま
た
は

郵
便
局
へ
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
ふ
じ
色
の
由
告
書
・
・
・

東
京
都
労
働
経
済
局
雇
用
保
険

郎
(
　
ニ
ー
ニ
ー
弖
一
一
)
、

く
ろ
色
の
申
告
書
…
東
京
労
働

基
準
局
労
災
業
務
課
(
　
二
四

一
〒
○
四
六
一
)

四
月
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
一
期
分
の
納
期

で
す
。
納
期
限
は
四
月
二
十

日
ま
で
で
す
。お
忘
れ
な
く
。

三
級
簿
記
検
定

技
能
講
習
会

科
名
　
三
級
簿
記
検
定
H
・
口
・
自

日
程
　
H
・
=四
月
十
七
日
厶
一
十

日
、
口
=
一
五
月
六
日
～
二
十
一

日
、
白
土
(
月
二
日
~
一
十
九

日
、
い
ず
れ
も
延
べ
七
日
間

対
象
　
初
め
て
簿
記
を
習
う
人
か

ら
三
級
簿
記
検
定
受
験
者

定
員
　
各
五
十
名

受
講
料
　
各
千
円

申
込
受
付
　
四
月
六
日
～
十
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
高
等
恥

業
馴
練
校
　
　

六
〇
五
上
(
一

四
九

S. TO　237, 000


